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内部質保証を
どのように理解するか？

内部質保証とは、
l ⾃⼰点検・評価の実質化？
l ⾃⼰点検・評価結果をうまく改善に反映させること？

⼤学基準協会による内部質保証の定義
l ＰＤＣＡサイクル等を適切に機能させることによって、

質の向上を図り、教育、学習等が適切な⽔準にあること
を⼤学⾃らの責任で説明し証明していく学内の恒常的・
継続的プロセス 
Ø 「質の向上」「質の保証」「恒常的・継続的プロセス」
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第３期認証評価のポイント 

内部質保証の一層の重視 
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・内部質保証システムの構築と機能化

・学部、研究科の内部質保証の実際のプロセス	

・教学に関するガバナンスとマネジメント体制の確立	

・教学マネジメントの展開	

・学部・研究科によるＰＤＣＡサイクル	

教育の充実と学生の学習成果の向上 
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全学内部質保証推進組織 
３つの方針に基づく教育活動、その検証及び改
善・改革の一連のプロセスが適切に展開するよう

運営 

３ポリシー等の策定のため
の全学的基本方針の策定・

提示 

教育活動の検証結果、
外部評価結果の報告	

部局に対して必要な指示を
与え調整を図るなど、学内

の取組を促進 

学外者による学位プログラム
の検証（プログラム・レ
ビュー）の実施	
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内部質保証システムの仕組み 
（学部・研究科と全学内部質
保証推進組織との関係）（例） 

教育の企画・設計、運用、
検証及び改善・向上のた
めの枠組等の策定・提示 
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６ 教員・教員組織 ７ 学⽣⽀援

８ 教育研究等環境 ９ 社会連携・社会貢献

４ 教育課程

  １ 理念・⽬的

   ２ 内部質保証

３ 教育研究組織

学⽣の受け⼊れ
⽅針

教育課程の編成
・実施⽅針学位授与⽅針

４ 学習成果 ５ 学⽣の
 受け⼊れ

新大学基準の構造 
（第３期認証評価基準） 

10 ⼤学運営・財務 5	

内部質保証シ
ステムの構築

と機能化	

学部、研究科の
内部質保証の
実際のプロセス	



点検・評価項⽬ 評価者の観点 評価者の観点（補⾜）
①内部質保証のための全学
的な⽅針及び⼿続を明⽰し
ているか。 

・内部質保証のための全学的な⽅針
及び⼿続は、どのような内容か。 

・⽅針と⼿続は、どのように学内で
共有されているか。

・内部質保証に関する⼤学の基本的考え⽅、⼤学全
体の内部質保証に責任を負う組織（全学内部質保証
推進組織）の権限と役割、全学内部質保証推進組織
と学部、研究科等との役割分担、教育の企画・設計、
運⽤、検証及び改善・向上のための指針（PDCAサ
イクルの運⽤プロセス）等が適切に設定されている
か。

・⽅針及び⼿続は、どのようなプロセスで決定され
たか。また、そのプロセスは適切か。

・⽅針及び⼿続は、どのような⽅法で学内に周知さ
れているか。

②内部質保証の推進に責任
を負う全学的な体制を整備
しているか。 

・⼤学全体の内部質保証体制は、ど
のような構造になっているか。

・全学内部質保証推進組織をはじめ
として、内部質保証に⼤きな役割を
果たす(諸)組織の権限と役割、また学
部・研究科等の組織との役割分担や
連携のあり⽅は、規程上どのように
定められているか。

・全学内部質保証推進組織は、どの
ようなメンバーで構成されている。

・全学内部質保証推進組織は整備されているか。ま
たは、全学の内部質保証の推進に責任を負う組織は
どの組織か。

・教学マネジメントが適切に実施しうる体制となっ
ているか。

内部質保証システムに対する評価
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点検・評価項⽬ 評価者の観点 評価者の観点（補⾜）
③⽅針及び⼿続に基づき、
内部質保証システムは有効
に機能しているか。 

・3つの⽅針(学位授与⽅針、教育課
程の編成・実施⽅針及び学⽣の受け
⼊れ⽅針) を策定するための全学的な
基本⽅針は、どのような内容か。 

・各学部・研究科における3つの⽅針
は、上記の全学的な基本⽅針と整合
しているか。 

・全学的な内部質保証の取り組みは、
⽅針と⼿続に従って⾏われているか。 

・全学内部質保証推進組織は、各学
部・研究科による3つの⽅針に基づく
教育活動、その検証及び改善・向上
の⼀連のプロセスを、どのように運
営・⽀援しているか。

 ・学部、研究科その他の組織におけ
る⾃⼰点検・評価の客観性、妥当性
を⾼めるために、全学的にどのよう
な⼯夫がされているか。 

・⾏政機関、認証評価機関等から指
摘事項があった場合、それに対応す
る体制や仕組みは、どのように構築
されているか。また、全学内部質保
証推進組織はどのように関与してい
るか。

・学位プログラムごとの３つの⽅針を策定するため
の全学的な基本⽅針（例えば、３つの⽅針を策定す
るための考え⽅や⽅針に盛り込むべき内容等）を設
定しているか。

・内部質保証推進組織は、学部・研究科における教
育のPDCAサイクルを機能させるために、どのよう
な取組を⾏っているか。

・学位プログラムの検証に学外者を関与させるなど、
検証プロセスの客観性を⾼める⼯夫がなされている
か。

・全学内部質保証推進組織は、学部、研究科の取組
状況を常に把握し、学部、研究科に対し必要な指⽰
を与え調整を図るなど、学内の取組を促進させてい
るか。 

内部質保証システムに対する評価

7	



点検・評価項⽬ 評価者の観点 評価者の観点（補⾜）
④教育研究活動、⾃⼰点
検・評価結果、財務、その
他の諸活動の状況等を適切
に公表し、社会に対する説
明責任を果たしているか。

・社会に対して説明責任を果たすた
めに、どのような情報が公表されて
いるか。
 
・その情報は、どのような⽅法に
よって公表されているか。 

・上記の情報の公表において、媒体
や表現の⼯夫等により、情報の得や
すさや理解しやすさに配慮されてい
るか。

・公表情報は、正確であり、信頼できるものか。

・公表情報は、定期的に更新されているか。

⑤内部質保証システムの適
切性について定期的に点
検・評価を⾏っているか。
また、 その結果をもとに
改善・向上に向けた取り組
みを⾏っているか。 

・内部質保証システムの⾃⼰点検・
評価は、どのように⾏われているか
(基準、体制、 ⽅法、プロセス等)。
 
・上記の⾃⼰点検・評価結果に基づ
き、内部質保証システムの改善・向
上に向けた取り組みは、どのように
⾏われているか。 

・適切な根拠資料に基づいて内部質保証システムに
対する⾃⼰点検・評価が実施されているか。

内部質保証システムに対する評価
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内部質保証システムの構築と
機能的有効性を評価する

組織性	

全学内部質保証推進
組織の設置	

全学内部質保証推進
組織と部局との関係	

自己点検・評価結果
に基づく改善システム

の確立	

継続性	

全学内部質保証推進
組織の恒常的活動	

	

学位プログラムの定
期的な検証	

客観性	

学位プログラムの　　　
検証における外部の

専門家の関与	

透明性	

教育情報の公表	

	

教育研究活動の　　
可視化	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

自己点検・評価結果
の公表	
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「教学のガバナンスとマネジメント体制の確立、教学マネジメントの展開」	

「教育の充実と学習成果の向上」	



学⽣⽀援の評価項⽬

⽅針の設定
方針に基づ
く仕組みの

整備	

方針に基づく
活動状況	

活動の
適切性
の検証	
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点検・評価項⽬の構造

①学生が学習に
専念し、安定し
た学生生活を送
ることができる
よう、学生支援
に関する 大学
としての方針を
明示しているか。 

②学生支援に関する大学として
の方針に基づき、学生支援の体
制は整備されているか。 
また、学生支援は適切に行われ
ているか。 
 

③学生支援の適
切性について定
期的に点検・評
価を行っている
か



点検・評価項目 評価者の観点

①学生が学習に専念し、安定した学生生活を送るこ
とができるよう、学生支援に関する大学としての方針
を明示しているか。 

・学生支援に関する方針は、どのような内容か。 	
	
・学生支援に関する方針は、どのように学内で共有されているか。

②学生支援に関する大学としての方針に基づき、学
生支援の体制は整備されているか。 また、学生支援
は適切に行われているか。 	

・修学支援、生活支援、進路支援その他支援を行うための体制は、方針に
沿ってどの ように整備されているか。 	
	

・修学支援、生活支援、進路支援その他支援の取り組みは、学生支援に
関する大学としての方針に沿って実施されているか。 	

	
[修学支援]		
・学生の能力に応じた補習教育、補充教育は、どのように行われているか。	

	
・学生の自主的な学習を促進するための支援は、どのように行われている

か。	
	
・障がいのある学生や、留学生に対する修学支援は、どのように行われて

いるか 。	
	
・学習の継続に困難を抱える学生(留年者、退学希望者等)への対応は、ど

のように行われているか。	
	

・学生に対する経済的支援(授業料減免、学内外の奨学金を通じた支援
等)は、どの ように行われているか。	

「学⽣⽀援」に対する評価
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点検・評価項目 評価者の観点

 [生活支援]		
・学生の心身の健康、保健衛生等に関わる指導、相談は、どのように行わ
れているか。	

	
・ハラスメント防止など学生の人権保障に向けた対応は、どのように行わ

れているか。 	
	
[進路支援]	
・学生の社会的及び職業的自立に向けた教育(キャリア教育)は、どのよう
に行われているか。	

	
・進路選択に関わる支援やガイダンス、その他キャリア形成支援は、どの
ように行われているか。	

 
[その他支援]	
・部活動、ボランティア活動等の正課外における学生の活動への支援など、

上記の他にどのような支援が行われているか。 

③学生支援の適切性について定期的に点検・評価を
行っているか。また、その結果をも とに改善・向上に
向けた取り組みを行っているか。 	

・学生支援に関する自己点検・評価は、どのように行われているか(基準、
体制、方法、プロセス等)。 	
	

・上記の自己点検・評価結果に基づき、学生支援の改善・向上に向けた取
り組みは、どのように行われているか。 

「学⽣⽀援」に対する評価
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内部質保証のあり⽅
－評価にあたっての留意点－

n 内部質保証のあり⽅（内部質保証システム）は、⼤
学によって異なる。
ü ⼤学の理念・⽬的、⼤学が保有する資源（⼈的、財的、

物的）に応じた最適なシステムが構築されているか。

n 「内部質保証システム」と称していなくても、実質
的に内部質保証システムが構築され、機能的有効性
が⾒られる⼤学もある。
ü 「ＰＤＣＡサイクル等を適切に機能させることによっ

て、質の向上を図り、教育、学習等が適切な⽔準にあ
ることを⼤学⾃らの責任で説明し証明していく学内の
恒常的・継続的プロセス 」が展開されているか。
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内部質保証と学⽣⽀援
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教育の充実と	
学習成果の向上	

⾃律的・⾃主的学習
を促進させるための
教育と学⽣⽀援


